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［要　約］

2018 年 9 月、日本で約 26 年ぶりに豚熱（CSF）が発生した。以降、全国的に感染が拡大し、2024 年
6 月時点で 21 都府県の養豚場と 36 都府県の野生イノシシの感染が報告されている。感染拡大の主要因
として、野生イノシシの移動と人為的要因が挙げられる。最近では佐賀県でも野生イノシシの CSF感
染が確認され、九州地域での感染拡大が懸念されている。一方、世界規模ではアフリカ豚熱（ASF）
が大流行しており、アジアでも 2018 年に中国で初めて発生して以降、19 の国と地域で報告されている。
日本は他のアジア諸国との交流も盛んなため、ASFの侵入リスクが一段と高まっている。本稿ではまず、
CSFと ASFの基礎知識について論じ、その後、感染国の流行状況とリスク要因について言及する。最
後に、管理対策について説明することとする。
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はじめに

2018 年 9 月、日本ではおよそ 26 年ぶりとな
る豚熱（Classical Swine Fever :CSF）の発生
が確認された。以降、養豚場におけるワクチン
接種と野生イノシシへの経口ワクチン散布を中
心としたコントロール対策が行われているが、
発生の継続と感染地域の拡大が確認されてい
る。世界に目を向けると、アフリカ豚熱（African 
Swine Fever :ASF）が世界規模で大流行して
おり、収束に歯止めがかからない状況となって
いる。特に、最近のアジアにおける大規模な流
行は日本へのASF 侵入リスクを高めており、
我々は国内の豚熱コントロールと国外からの
ASF 侵入防止という二つの問題に直面してい

る。疫学的観点から見ると、両疾病には共通点
が多いが、いくつかの違いも存在する。本稿で
はまず両疾病の基礎知識について簡潔に論じ、
その後に流行状況とリスク要因、その対策につ
いて言及する。

豚熱（CSF）とアフリカ豚熱（ASF）

CSF の原因ウイルスはフラビウイルス科ペ
スチウイルス属に分類され、ASF の原因ウイ
ルスはアスファウイルス科アスフィウイルス属
に分類される。名前の通り、両疾病とも家畜の
豚や野生イノシシを感受性宿主とする熱性疾患
であり、臨床症状も似ているため臨床検査によ
る鑑別が必要である［1］。

ウイルスの特徴と伝播経路

両ウイルスに共通する特徴の一つとして、環
境抵抗性の高さが挙げられる。ウイルスは豚肉
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や豚肉加工品の中で長期間感染力を維持するこ
とができ、冷蔵保存された肉の場合は数か月、
冷凍保存された肉の場合は数年間感染力を維持
できると考えられている。実際、ASF ウイル
スは冷凍肉で少なくとも 1000 日間感染力を維
持できることが示されている［2］。
伝播様式については、直接伝播と間接伝播の
両方が重要である。健康な個体と感染個体との
直接接触により、豚同士、イノシシ同士、ある
いは豚と猪の接触によって感染は拡がる。ウイ
ルスは唾液、鼻汁、尿、排泄物からも排出され
るため、汚染された車両、衣類との接触、感染
豚から生産された豚肉、食品循環資源の給餌は
感染拡大の重要なリスク因子として認識されて
いる。教科書的にはヒメダニ（Ornithodoros属）
がASFの感染伝播に重要な役割を担うとされ
ているが、実際にダニの関与が証明されている

のはアフリカ大陸における発生とイベリア半島
の過去のASF 流行のみである［3］。現在のア
ジア・ヨーロッパにおける大規模な流行ではダ
ニの関与は未だ証明されていない。
また、どちらの疾患も一般的には伝播力が高
いと考えられているが、基本再生産数を基準に
考えた場合、ASFよりも CSF の伝播力が高い
傾向にあると報告されている。ただし、ウイル
スの病原性や評価のアルゴリズムが異なるた
め、一概に比較はできないことに留意してほし
い。血液中のASF ウイルスは持続性が高く、
長期間感染力を維持できるため、感染した野生
イノシシの斃死体や血液に汚染された媒介物は
長期的な感染源となる可能性がある［4］。

国内の CSF 流行状況とリスク要因

2024 年 6 月 10 日時点で、21 都府県の養豚場
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図1　CSFの流行状況
感染ステータス0、1、2はそれぞれ非感染地域、豚あるいは野生イノシシでの感染報告地域、両宿
主での感染報告地域を示す。



と 36 都府県の野生イノシシのCSF感染が報告
されている（図 1）。CSF に感染した野生イノ
シシの数を正確に把握することは困難である
が、家畜の豚については現在までに 92 例が報
告されており、この期間中に国内では少なくと
も 35 万頭以上の豚が殺処分され、畜産業への
深刻な影響が出ている。これほど感染が拡大す
る背景には主に 2つの要因が考えられる。まず
現在の流行における近距離での感染拡大は主に
野生イノシシの移動が関与していると想定され
る［5］。現在日本で流行している CSF ウイル
スは中程度の病原性と考えられており、宿主の
免疫状態によって死亡する個体と生存する個体
が混在している［6］。したがって、生き残った
個体が感染地域を押し広げている可能性があ
る。そして、周辺に農場があった場合、養豚場
にとっての重要な感染リスク要因となってい
る。この場合、野生イノシシと家畜の豚との直
接的あるいは間接的な接触によって感染が伝播
する可能性がある。一方で、発生が遠距離へと

突然飛び火したときには、人や車両の移動など
人為的要因が関連している可能性が高い。猟師
や農場関係者が山林へ立ち入った後、適切な消
毒を怠ったためにウイルスが遠距離に持ち込ま
れた、あるいは登山者が豚肉製品を山中で捨て
たことで感染が広まったという事例は、韓国や
欧州のASF感染拡大で既に報告されている［7, 
8］。これまで九州地域では、佐賀県唐津市で 2
例の CSF 発生が報告されていたが、幸いにも
野生イノシシの感染は確認されていなかった。
しかし、2024 年 6 月に佐賀県の感染農場周囲
で CSF 陽性の野生イノシシが相次いで発見さ
れた。九州は日本有数の養豚地帯を抱えている
一方で、野生イノシシの生息に適したエリアが
広がっている（図 2）。そのため、野生イノシ
シと家畜の豚が直接的あるいは間接的に接触で
きる地域が多く、今後の感染拡大が懸念される
ところである。
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図2　九州における野生イノシシ生息域マップ（マドリードコンプルテンセ大学　Dr. Bosch考案［9］）



国外の ASF 流行状況とリスク要因：ヨーロッパ

現在、世界のASF 流行地域は地理的に大き
く分けて 4つ（アフリカ、ヨーロッパ、アジア、
カリブ海諸国）に分類される（図 3）。このう
ちアフリカにおけるASF発生は風土病の様相
を呈しており、アジア・ヨーロッパが現在の大
規模な流行の中心にあると言える。ヨーロッパ
では 2007 年に ASF が再上陸して以来、感染
拡大が続いており、現在は 28 か国が感染を報
告している［10］。コーカサス地域に属する
ジョージア共和国から始まった今回の流行は、
主に野生イノシシの移動と感染豚・豚肉製品の
違法な取引によって北西へと徐々に広がり、現
在はドイツやイタリアまで感染が波及してい
る。ひとくくりにヨーロッパと言っても地域に
よって流行のシナリオは大きく異なる［7］。バ
ルカン半島周辺では主に農場バイオセキュリ
ティの低い小規模農家が感染を報告している
が、これは裏庭飼いと呼ばれる簡素な畜舎と屋

外での飼育によって野生イノシシとの接触機会
が増えたり、ウイルスに汚染された残飯の給餌
が関係している。一方、農場バイオセキュリティ
が比較的高いと考えられるドイツやポーランド
では、養豚場からの発生報告数と比べて野生イ
ノシシの感染数が圧倒的に多い。EU圏内は基
本的に国境検問がなく、トラックが日常的に長
距離移動している。さらに農場では他国出身の
出稼ぎ労働者が多く作業している。グリーン
ツーリズムも主要なレジャーアクティビティと
して浸透しており、山へハイキングに訪れる観
光客も多い。こうした背景は、未だ清浄国とし
てのステータスを保っている国、例えばフラン
ス、スペイン、ポルトガルなどの西側養豚産業
大国にとってASF侵入の重要なリスク要因と
なっている。

国外の ASF 流行状況とリスク要因：アジア

アジアにおける最初のASF発生は 2018 年 8
月に中国の瀋陽で報告された。瞬く間に中国全
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図3　世界におけるASFの流行状況



土に感染が広まり、その結果、近隣諸国でも感
染報告が相次ぎ、現在までに 19 の国と地域で
ASF が報告されている。現在の中国は全土か
ら散発的な公式報告があるのみで風土病の様相
を呈している。しかし、多くのアジア諸国がそ
うであるように、すべての発生が迅速に報告さ
れているわけではないため、実際の流行状況は
不明である［11］。発生には明確な季節性があり、
冬と春に最も頻繁に報告されている。これは中
国の伝統的な祭りである春節（旧正月）の時期
に消費者の豚肉需要が急増するためと考えられ
ている。このように、ASF の流行は文化的な
影響を強く受けており、フィリピンやベトナム
でも同様の傾向が認められている［11］。一方、
韓国はアジアで最も多くのASFを報告してい
るが、これは感染の大半が野生イノシシに由来
しているためである。基本的にASF陽性イノ
シシ 1頭の発見は 1症例としてカウントされて
いる。韓国のASF流行状況は日本のCSFと疫
学的に似ている部分が多く、発生の大半が野生
イノシシに由来しており、養豚場での発生は散
発的である。日本と同様に険しい山脈地帯が一
貫したサーベイランスの実行を困難にし、実際
の感染状況の正確な把握を困難にしている。
東南アジアでは、ベトナム、フィリピン、タ
イを中心に養豚場における発生が頻発してい
る。近代化に伴い養豚生産形態は多様化してい
るが、バイオセキュリティレベルの低い小規模
農場は依然として主流であり、病気のリスクに
対して非常に脆弱である。感染農場に対する政
府の補償が不十分であること、公的獣医療キャ
パシティの限界、農家の病気に対する知識の欠
如は解決すべき重要な課題である。またその結
果、複雑で多段階の統合生産システム、価格差
や社会的要因による不十分な監視下での豚や豚
肉製品の違法輸送、国境を越えた感染豚・豚肉
製品の移動など、いくつかの大きな問題に直面
している［11］。
野生イノシシの感染リスクも見逃してはなら
ない。韓国だけでなく、中国、フィリピン、ベ
トナム、ラオス、マレーシアでも野生イノシシ
の感染が報告されている。実際のところ、イノ
シシ（Sus scrofa）は東南アジアの固有種であ
り、森林地帯に広く生息しているため、重要な
リスク要因である可能性が高い。サーベイラン

ス体制が確立していないことによる監視体制の
脆弱さが指摘されている［12］。

CSF の感染拡大と対策

CSF は有効なワクチンが入手可能である。
豚へのワクチン接種と防疫対策が徹底できれ
ば、多くの場合、感染から守ることができる。
ただし、ワクチン接種によって全ての豚が免疫
獲得できるわけではないことを覚えておく必要
がある。そのため、外からの病原体侵入に備え
た農場バイオセキュリティの強化が重要であ
る。ASF 拡大に苦しむ韓国では政府が金銭的
なサポートを行い、農場に対して厳しいバイオ
セキュリティ基準を課している。農場内外にお
ける二重フェンスの設置に加えて、畜舎への交
差汚染防止のために前室設置を義務付けてい
る。他にもシャワーと衣服交換のための防疫室
設置義務化など、徹底した措置が取られている。
その結果、野生イノシシの感染数と比較して養
豚場での発生数は比較的少なく抑えられてい
る。
現在の流行状況を見ると主に野生イノシシに
よって感染地域が拡大している。したがって野
生イノシシへの経口ワクチン散布は流行拡大を
抑えるための非常に重要な戦略である。ワクチ
ン散布によるコントロールを成功させるために
は、①効果の高いワクチンの利用、②流行状況
を考慮した適切な場所への散布、③散布された
ワクチンを野生イノシシに摂取させること、④
散布効果の適切な評価が重要であると考える。
特に現場レベルでは「経口ワクチンをいつ、ど
こへ、どのように散布するか」が重要である。
感染拡大が続いている現状では、まず「農場を
野生イノシシの感染から守る」に重点を置き、
経口ワクチン散布エリアを決めることが求めら
れる。前述の通り、険しい山々が連なる地域で
は複雑な地形が野生イノシシに隠れ家を与え、
人間が簡単には入り込めないため、正確な流行
状況の把握と感染コントロールが困難となって
いる。ある程度流行が落ち着いてきたら、撲滅
に向けて、人間が立ち入れないエリアへのワク
チン散布も検討すべきであろう。

ASF の感染拡大と対策

CSF とは異なり、効果が高いと証明された
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ASF ワクチンは未だ開発されていない。これ
はASF ウイルスが大型（約 170 ～ 190kb）で
複雑な構造を有することと、感染動物の体内で
有効な中和抗体が産生されないことに起因す
る。商用化されたワクチンは存在するが、その
有効性についてはWOAH（国際獣疫事務局）
が議論の余地があるとしている［13］。ASF清
浄国である日本は国外からのウイルス侵入対策
に焦点を当てている。既に国内の空港では国際
旅客の手荷物から 160 例以上のASF ウイルス
が検出されており、実際に 4例のウイルスが分
離されている［14］。全ての感染豚肉製品を空
港検疫で取り締まるのは不可能に近いため、実
際には国内にASFウイルスが侵入している可
能性は高い。ただ、感染が報告されていないの
は、感染力を有したウイルスが最終的に養豚場
の豚や野生のイノシシに曝露されていないため
と考えられる。日本は多くの技能実習生をアジ
ア諸国から受け入れているが、殆どの国が
ASF 感染を報告しているため、持込品や郵便
物にも注意を払う必要がある。農場防疫は最後
の防衛線であり、農場労働者や関係者の衛生指
導を徹底することが大切である。
チェコやベルギーはASFの清浄化に成功し

ているが（チェコは再流行中）、平坦な地形で
あったこと、発生を早期に発見できたことが影
響していると考えられる。日本の場合は地形的
な難しさもあり、早期発見ができれば必ずしも
疾病コントロールにつながるわけではないかも
しれない。しかし、被害を最小限に抑えるため
には発生を早期に発見できるに越したことはな
い。農家レベルの対策としては、基本的なバイ
オセキュリティの順守に加え、自農場と関わり
のある他農場、飼料会社、運搬車両のネットワー
クを把握しておくことが大いに役立つだろう。
周辺地域で感染が報告された場合、どの経路を
辿って自農場に侵入するリスクが高いかを推定
できれば、対策も立てやすいと想定される。

終わりに

現在のわが国は CSF 流行の長期化が予想さ
れ、ASF の侵入という大きな脅威にも直面し
ている。CSF が日本有数の畜産地帯である九
州全域に拡大した場合、国内の養豚産業は非常
に深刻な状況に陥ることが想定される。そのう

えASFが侵入したとなると、畜産業が被りう
る被害は計り知れない。被害を最小限に抑える
ために、また病気の侵入を未然に防ぐために、
感染国・清浄化に成功した国の経験から我々が
学べることは多い。
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【Abstract】

In September 2018, Classical Swine Fever (CSF) re-emerged in Japan for the first time in approximately 26 
years. Since then, the infection has spread nationwide, and as of June 2024, infections have been reported in pig 
farms in 21 prefectures and in wild boar populations in 36 prefectures. The main factors contributing to the spread 
of the infection are the movement of wild boars and human activities. Recently, CSF infections in wild boars have 
been confirmed in Saga Prefecture, raising concerns about the spread of the infection in the Kyushu region. On a 
global scale, African Swine Fever (ASF) has been spreading rapidly, with the first outbreak in Asia reported in 
China in 2018, and subsequently in 19 countries and regions. Given Japan's close interactions with other Asian 
countries, the risk of ASF introduction into Japan has increased significantly. This paper first discusses the basic 
knowledge of CSF and ASF, then describe the epidemic situations and risk factors in the affected countries, and 
finally mmentions the control measures.
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